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　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
 元内閣官房参与　峰崎直樹

  あけましたおめでとうございます。今年もよろしく。
あけまして、おめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。多くの方から年賀状をいただいたのですが、このメールマガジンを送っている方には、原則として賀状は送らないことにしています。どうぞご理解をいただきたいと思います。
年末・年始、テレビにかじりついてみた駅伝に想う

　さて、年末年始のスポーツと言えば、駅伝に眼が行ってしまう。小生自身は、あまり走ることは得意でないので長距離を走ったのは、中学校での全校マラソンぐらいで、せいぜい５キロ程度だろうか。ただ見る方は好きで、年末恒例の高校駅伝は、生まれ故郷広島県の誇る高校駅伝の名門世羅高校の活躍ぶりに期待をかけ、今年も堂々と優勝しその期待に応えてくれた。残念ながら我が北海道から2校出場したのだが、2校とも入賞を逸してしまった。これからの活躍を大いに期待したい。

　箱根駅伝、山越えの5区、シード権入りのデッドヒートに魅力
　もう一つの駅伝と言えば、正月恒例の第91回箱根駅伝である。いつも往路の難関５区の小田原から箱根を超え芦ノ湖畔までの山越えと、来年の出場シード権の範囲内である１０位以内を巡って、ゴールである大手町を目指しての息詰まるデッドヒートに関心を持ってきた。今年は青山学院大学が、往路の５区の山登りで見事にトップに立って以降、復路では一度もトップを譲ることなく初めての総合優勝を新記録で以て飾った。この5区の山登りの果たした役割が大きく、優勝候補と言われた駒澤大学が第5区で失速し、結局2位どまりになったことを見ても明らかだろう。他方、１０位以内のデッドヒートは、今年の場合トップとの差が大きすぎて、往路７位までのチームだけが復路で往路の時間差通りのスタートを切れたのだが、それ以降のチームは１０分後の一斉スタートとなり、今選手が何位なのか、見ている方もなかなかわからないために、今一つ迫力を欠いてしまったように思われてやや興ざめであった。
大学経営にとって、箱根駅伝は格好の宣伝の場、受験者数に直結
最近の関東地区の大学にとって、この正月２~３日に及ぶ箱根駅伝の模様は、日本テレビを通じて全国に実況放送されることが大きい。その宣伝効果たるや毎日午前８時から約6時間、２日間で約１2時間にわたって大学の名前を宣伝してもらえるわけで、この箱根駅伝に出場できるかどうかは大学にとって大変なことなのだ。特に、少子化が進み、大学に進学する人口が減り始めている中で、受験に参加してもらえる人数の増減は大学経営にも大きく影響するわけで、箱根駅伝のシード権入りとなる総合順位１０位以内をめぐる熾烈なデッドヒートは、優勝が決まった後も見る者にとって迫力満点なシーンが展開される。いずれにせよ、この駅伝と言うスポーツにより、日本の陸上長距離やマラソンの選手層の厚さができているのかもしれない。
日本でもトマ・ピケティ『21世紀の資本』がブームに
何だか、スポーツから入ってしまったのだが、今年の年末・年始にはトマ・ピケティ氏の『２１世紀の資本』を読むことにしていたのだが、本文だけで約600ページと言う大著であり、お酒を飲みすぎたりテレビを観すぎたりして、とうとう正月休みまでに読了することは出来なかった次第である。それにしても、これだけの大著がベストセラーの仲間入りするなど、日本でもちょっとしたピケティブームになっている。
水野和夫日大教授著『資本主義の終焉と歴史の危機』のブームと近似
なぜこの本がそれだけの関心を呼ぶのか、なかなか理解しにくいのだが、水野和夫日大教授の書かれた『資本主義の終焉と歴史の危機』(集英社新書2014年刊)が、30万部も売れる大ベストセラーになっていることと相通ずるものがあるのかもしれない。今日は、内容的なものには触れないが、資本主義を大きな歴史的なスコープから見てどのような推移をたどってきたのか、水野教授は金利という側面から、ピケティは資産の側面から見ているのではないかと感ぜられる。ピケティの場合、フランスやイギリスなど先進国の徴税記録を丹念に分析し解析をしている点は、税に関心を持ってきた者にとってはある種の驚きであった。
ピケティ、最近の企業経営者の報酬増加にも厳しい目を
まだ全部を読み終えていないので、迂闊には評価できないのだが、巨額の資産を保有する億万長者と中産階級では質的な違いがあり、問題にすべきなのはわれわれの想像を絶するような資産を保有する大富豪なのかもしれない。ただし、最近の企業経営者層の報酬の増加に対しても、ピケティは厳しい見方をしている点も、読みながら納得した次第である。

もう一つ、実は小生、昨年の4月から学校法人北星学園の監事と言う任についている。監事役なので、当然学校法人の決算書などを見ているわけだが、学園全体の中で大学の貢献している財務的な役割が大きいことが解る。ところが、この大学の財政にとって入学志願者が落ち込むことは実に重大なことなのだ。先ほどの箱根駅伝による大学の宣伝効果は、入学志願者に大きく影響してくるわけだ。
優秀なポートフォリオ・マネージャー集団を雇える資金を出せるかどうか、大学基金の投資収益率の差
ところが、もう一つ学校法人にとって大きな役割を果たしているのが、基金の運用である。その基金の運用について、ピケティの本の中でアメリカの大学の運用実績が書かれていて興味深い。つまり、巨額の基金を抱えているハーバード、イエール、プリンストン3大学の基金(3大学で計650億ドル)収益は1980~2010年の平均値で10.2%と言う高率になっており、1億ドル未満の基金しかない498校の平均収益6.2%を大きく上回っているのだ。どうしてこのような差が出てくるのか、ピケティはハーバード(基金300億ドル)の例として基金の管理に年間1億ドルを投じて「世界中から最高の投資機会を探し出せる一流のポートフォリオ・マネージャー集団への報酬」に充てていることを上げている。つまり、300億ドルの基金を有しているハーバードだから1億ドルはわずか0.3%にしかならないのだが、1億ドルも出せない貧乏な大学の基金では不可能なことで説明している。巨額の資産を保有するものが、ますます有利になる根拠として挙げていて説得的である。
一番の問題は、巨万の富を保有する大富豪の相続税ではないか
さて、税と言えば、昨年末30日に自民・公明両党の税制改革大綱が決定された。ピケティの『21世紀の資本』を読みながら、相続税・贈与税についての日本の動きを見たとき、中産階級の相続税・贈与税の問題などは実はあまり問題にするほどの事ではなく、大富豪こそ相続税による資産の再分配の対象にすべきではないか、とさえ思えてくる。前号で、今回の譲与税による相続税の尻抜けを厳しく批判したこと自体は今でもその通りだと思っているのだが、一番の問題はピケティが言うところの大富豪の問題ではないかと思われる。特に、国際的なタックスヘイブンなどを悪用して、巧妙に税を逃れる仕組みをどのようにしたら根絶できるのか、課題は重くのしかかってくる。
やはり、今年1年も「税と社会保障の一体改革」の行く末をしっかりとウオッチしていく以外にない、と思っている次第である。引き続いてのご批判、ご指導をお願いしたい。
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